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＜ごあいさつ＞
食卓に美味しい幸せを　人は本当に美味しいものに出会ったとき、こころの底から
幸せだと感じます。デリカウェーブは企業スローガンである「食卓に美味しい幸せを」
のために、創業以来安全で高品質な商品を作り続けて来ました。
そしてこれまで豊かな自然の恵みを受けて商品を作り、営んできたデリカウェーブ
にとって、地球環境の保全は重要なテーマだと考えています。企業としての持続可能
な成長のために、地球環境への負荷軽減や地球環境と共存できるよう全社一丸となり
地球環境保全に取り組んでいきます。

＜環境経営方針＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．持続可能な資源を有効に使用するとともに、環境負荷の極小化を進め、気候変動の緩和に努めます。

２ ．生物多様性に配慮し、環境保全活動に積極的に取り組みます

３ ．環境に配慮した商品・サービスを提供します。

４ ．環境マネージメントシステムを効果的に運用し、環境パフォーマンス向上の為、継続的改善を図ります。

５ ．環境関連の法規制を遵守します。

６ ．環境経営に関わる企業情報を適切に開示し、社会とのコミュニケーションを図ります。

地球では今、世界人口の急激な増加を背景に、地球温暖化、資源の枯渇、生態系の破壊などが深刻化してお
り、将来にわたって人と多様な動植物がともに生き、自然の生産力を維持し続けて行くことが困難な状況に
なってきています。このような背景の中、デリカウェーブでは「食」という人間の営みの根幹を今後も支え
続けるために、環境に対してどのような配慮が必要なのかを検討し具体的な方針に落とし込んだ「デリカ
ウェーブ環境行動方針」を制定し環境経営に取り組んでいきます。環境経営方針はウエブサイトやイントラ
ネット、従業員教育等を通じて、全従業員への周知徹底を図って行きます。

制定日： 2021年3月30日

　

代表取締役社長 福井　雅紫
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□組織の概要 更新日： 　 トップへ
（１）

株式会社デリカウェーブ
代表取締役社長　福井　雅紫

（２） 所在地
本社・湘南工場 神奈川県横須賀市長瀬2丁目1番3号 TEL: 046-841-0711
新潟工場 新潟県長岡市南陽1丁目1027番地１ TEL: 0258-22-0377
長野工場 長野県東筑摩郡朝日村大字古見３７３３－１ TEL: 0263-99-4500

（３） 事業内容

コンビニエンスストア向けパン・軽食・スイーツの製造

（４） 事業の規模
売上高 108億円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（５） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社デリカウェーブ
対象事業所： 本社・湘南工場

新潟工場
長野工場

活動： コンビニエンスストア向けパン・軽食・スイーツの製造

商品の紹介

908名
3,912 7,130 4,581 15,623

2022年度
本社・湘南工場 新潟工場 長野工場 合計

296 493 119

2023年5月1日
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

T:チーム

.

長野工場長
長野環境委員会

湘南環境委員会
湘南工場長

環境事務局長

代表者
社長

新潟環境委員会
新潟工場長

内部監査T

環境管理責任者

2022年5月1日

総務T 生産T 工務T 品質管理・

ｼｽﾃﾑT

資材T 商品開発T

総務T ﾃﾞｻﾞｰﾄ

生産T

工務T 品質

管理T

資材T 商品開発
T

総務T 生産T環境事務

局

品質管理T 資材T 商品開発T

チルド

生産T

焼成

生産T

環境事務局

システムT環境事務局

生産管理T

工務T システムT
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　　環境管理責任者

　　環境事務局長
各工場のEA21事務局

　　各環境委員会
　　　各工場長

　　　各工場長
　各課EA21担当者

　　内部監査チーム

　　　　全従業員

・環境活動実績の確認・評価
・工場における環境経営方針の周知
・工場の従業員に対する教育訓練の実施

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・工場に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・工場に必要な手順書の作成及び手順書による実施
・工場の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成

・工場の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告

・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の内部、外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）
・環境経営計画の審議

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認
・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・代表者による全体の評価と見直し、指示・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命(効果的で必要十分な実施体制を構築する）
・実施体制においては、各自の役割、責任及び権限を定め、全従業員に周知する
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
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□主な環境負荷の実績

単位

※二酸化炭素排出係数(湘南) kg-CO2/kWh 東京電力の調整後の係数　

※二酸化炭素排出係数(新潟) kg-CO2/kWh 東北電力の調整後の係数　

※二酸化炭素排出係数(長野) kg-CO2/kWh 中部電力の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

✕

✕
〇
〇

〇
✕
〇

〇
〇
〇

〇
〇
✕

✕
〇

〇

〇
〇

〇
〇
〇

〇
〇

〇

97%
原単位 t‐CO2/百万円 0.052 0.051 0.049 0.051 0.051

化学物質の適正管理 ＊有害物質を含む洗剤等を選定し施錠管理する。
＊管理する洗剤を減らす。

環境に配慮した製品・サー
ビスへの取組

＊容器包材は顧客指定となるが、インナー包装の廃止やカップからピロー包材等に変更提案をする
＊鮮度延長が出来る様に顧客様と取り組み、良品製造に勤める。

2021年 99% 95% 98% 97%

水道水の削減 ㎥ 211,339 209,226 200,890 207,112 204,999

基準年度比

99% 90% 80%

基準発生原単位 kg/百万円 96.8 96.8 87.6
100%再生利用率 100%100%

153,528

食品廃棄物の発生抑制・再
生利用率の向上

発生量kg 1,041,368 1,041,368 947,200 937,231 885,163
発生率 95% 91% 90% 85%

廃プラの削減 kg 219,326

2021年

151,820
上記二酸化炭素排出量合計 ｔ-CO2 7,976 7,896 7,649 7,128

一般廃棄物の削減
kg 156,515 154,950 143,633 153,385

基準年度比 2021年 99% 92% 98% 97%

基準年度比 2021年 99% 96% 95%

0.005原単位 t‐CO2/百万円 0.005 0.005 0.005 0.005

2,650 2,483 2,570 2,543
原単位 t‐CO2/百万円 0.398 0.394 0.373 0.382

93%

電力による二酸化炭素削減 ｔ-CO2 4,064 4,023 4,031 3,902 3,861

基準年度比 2021年 99% 99% 96% 95%
0.378

都市ガスによる二酸化炭素
削減

ｔ-CO2 2,677

（基準年) （目標） （実績） （目標）

0.442

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準値 2022年
評
価

2023年 2024年

（目標）

0.457

0.426

令和1実績

令和2実績

令和1実績
0.00564

食品再資源化実施率 ％ 100% 100%

水使用量 ㎥ 211,339 200,890

　熱回収量
　減量量

　発生抑制量 529,400 618,000
　再生利用量 1,041,368 947,200

食品廃棄物
　発生量

kg

1,041,368 947,200

　再生利用以外の量
　廃棄物処理量

二酸化炭素総排出量 7,976 7,649

　産業廃棄物排出量 kg 1,298,362 1,201,644

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 kg 156,515 143,633

ｔ-CO2

項　目 2021年 2022年

LPGによる二酸化炭素削減 ｔ-CO2 617 610 543

70%

7,054

604 598

基準年度比 2021年 99% 88% 98% 97%
0.056

52

基準年度比 2021年 99% 107% 98% 97%

553 547

基準年度比 2021年

原単位 t‐CO2/百万円 0.057 0.057 0.050 0.056

自動車燃料による二酸化炭
素削減

ｔ-CO2 54 53 57 53

A重油による二酸化炭素削
減

ｔ-CO2 564 559 534

98% 95% 98%

217,133 197,227 175,461

基準年度比

t‐CO2/百万円 0.249 0.246 0.248 0.239 0.236
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

＊全従業員への意識向上
①朝礼等で節電意識する様に伝えた
②要所、要所にポップなどを掲示
➂食堂にあるデジタルサイネージに放映
④LED照明に切り替え
⑤PCの省エネモードに切り替え

＊全従業員への意識向上
①朝礼等で適正稼働する事で削減出来ると伝えた
②要所、要所にポップなどを掲示
➂ガス設備の適正稼働時間の意識向上
④良品製造で削減に努める

101 109 101 92

12月 1月 2月 3月

103

4月 5月

97 95 90 97 98 92100

24

16 8 1616 16

106 105 105 100 102

97 92

取組結果とその評価、次年度の取組計画

7月 8月 9月 10月 11月

90

98 109

93 99

6月

都市ガス使用量についても減少。光熱費上昇も踏まえた各加熱機器の使用状況の
確認とタイムテーブルの精査を実施し削減が進んだ。特にトンネルオーブンの夜勤1
ライン化の推進にて、1ライン稼働停止により使用量削減。結果として生産性向上が
図られた。今後も継続して取り組んでいく。
ボイラー機器更新により燃料使用量を向上させた。

・ボイラ・加熱炉の空気比適正化
・蒸気・冷温水配管の保温点検補修
・給湯機の適正稼働と適正温度徹底
・ガスオーブンの適正稼働徹底

3月
671 737 820 932 970 832 756 672 686

9月 10月 11月 12月 1月 2月4月 5月 6月 7月 8月
682 623 638

916

・設備の稼働時間の削減
・冷蔵・冷凍庫室のこまめな扉の開閉
・空調設備の定期清掃

809 672 628 637 645 590 602643 700 763 894

取り組み計画 取組結果とその評価
取組結果とその評価、次年度の取組計画

・空調温度の適正化（事務所等：冷房２６℃　暖房２２℃） 定期的なエアコンフィルター清掃・交換の実施、老朽化したパン包装室の室内ユニットを省力
化のものに交換実施。
売上金額は昨対で微増している中、使用量計・原単位ともに減少。今期より導入の自動室温・
庫内温度管理システムによるリアルタイムでのモニタリングにて、各部屋、保管庫の温度状況
が見える化された。それにより課題箇所の抽出と適正温度設定管理が進むとともに、社員の
省エネ意識も向上する効果を生んだ。ロシア情勢により電力料金の上昇は顕著であり、使用
電力削減に向けた対策実施が必須。今後も継続して取り組んでいく。

・不要箇所の消灯の徹底

・システム課PCの省エネモード切り替え

16 16 1624 16 16 16 16 14

15 15 16 16 16 16 16

2月 3月

・生産効率向上によるＬＰＧ使用量の削減

16 16

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

・省エネ設備の導入

取組結果とその評価、次年度の取組計画
工場全体で製造工程の打ち合わせをを毎週実施、工程分担を明確に決めることに
より、焼成設備の不稼働時の運転停止により省エネにつとめた。
トンネルオーブンの夜勤1ライン化の推進にて、1ライン稼働停止により使用量削減。
結果として生産性向上が図られた。

＊全従業員への意識向上
①朝礼等で適正稼働する事で削減出来ると伝えた
②要所、要所にポップなどを掲示
➂LPガス設備の適正稼働時間の意識向上
④良品製造で削減に努める

4月

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

都市ガス（㎥）
2021年 2022年

0

50

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

LPG（ｔ） 2021年 2022年
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A重油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

2.21 2.32 2.081.99 1.94 1.76 1.92 2.21 2.07 1.83 1.96 1.93

1月 2月 3月
1.80 1.58 1.71 1.63 1.92 1.84 1.74 2.02 1.97 2.25 2.15 1.89

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

・効率的な送迎ルートの選定 ご指摘件数が増加傾向にあり、それに伴うお客様対応での社用車の利用も
増加。ご指摘削減に向け各部門に特化した対策の立案を品質管理課へ指
示。またコロナ禍の状況変化により顧客との社外での開発会議も一部リ
モート会議と平行して再開し、開発社員による社用車利用も昨年皆無の状
況から増加した。

・送迎人数に応じて送迎車の選定を実施

・ご指摘削減での社用車利用の削減

・現地打ち合わせの削減

＊全従業員への意識向上
①朝礼等でルールの確認による良品製造の徹底。
②不要な外出、打ち合わせの削減。
➂ご指摘の削減に努める。
④送迎車両の適正な運行。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

＊全従業員への意識向上
①朝礼等で分別やコピー用紙の削減を伝えた
②要所、要所にポップなどを掲示
➂シュレッターを行いリサイクル化を実施
④印刷物のPDF化に取り組む
⑤DX推進での「カミナシ」運用の実施

3月9月 10月 11月 12月 1月 2月
13,760 11,490 13,150 15,070 11,020 11,610 13,355
13,820 10,280 11,948 13,225 9,445 10,575 12,495

4月 5月 6月 7月 8月

10,795 12,500 14,000 11,320 13,230
11,840 14,080 14,920 12,530 13,690

・印刷物のPDF化

・シュレッダー廃紙のリサイクル化

・事務用品費削減/環境対応商品の採用

昨年導入したカミナシシステムの推進を継続。ペーパーレス化による排出量
の削減を図る。
印刷物の自動PDF化を進めコピー用紙削減に努めている。

20 17 15 15 18 15 15 18 21 21

ホイロ庫の改修工事により、加熱加湿が安定した、合わせてドアパッキンの修繕も実
施したことにより、熱が逃げにくくなり、結果重油の使用量も削減した。
天板洗浄機の温水についても不稼働時には切ることによりエネルギー削減につとめ
た

・生産効率向上によるA重油使用量の削減

14 12 15 15 17 16 18 20 18

取組結果とその評価、次年度の取組計画

＊全従業員への意識向上
①朝礼等で適正稼働する事で削減出来ると伝えた
②要所、要所にポップなどを掲示
➂A重油設備の適正稼働時間の意識向上
④良品製造で削減に努める

合計

6月 7月 8月 9月 10月

・コピー用紙、厚紙、雑誌類のリサイクル実施

・省エネ設備の導入

19

取組結果とその評価、次年度の取組計画

15 18

15 18

4月 5月 11月 12月 1月 2月 3月

0

5,000

10,000

15,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年

0

50
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A重油（KL） 2021年 2022年
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自動車燃料（千L） 2021年 2022年
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廃プラの削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄
・開発課にてロットテストの精度向上により、原材料の削減が出来た。
・資材課にて原材料及び保管の見直し図る。
・製造ミスの削減の為、作業手順の順守し良品製造する。
・チルドにて共有ルールの徹底を図り、返品率と原材料の削減が出来た。
・デザートにて社員巡回による注意喚起の徹底し廃棄の削減ができた。
・焼成にて過去事例の共有徹底を図り、原材料の削減が出来た。

＊全従業員への意識向上
①朝礼等で良品製造で削減出来る事を伝えた
②要所、要所にポップなどを掲示
➂包材発注量の精度アップで削減に努める
④良品製造で削減に努める
⑤返品率の削減に努める
⑥セッティング精度など包材不良の削減に努める

17,759 15,896 18,17617,798 19,293
15,469

17,943 17,810

取組結果とその評価、次年度の取組計画
確定2回戦製造の徹底により見込み生産による廃棄ロス削減が進んでい
る。またロットテストの精度向上と歩留管理の徹底により歩留向上。また管
理体制の強化により製造ミスが削減し排出量削減が進んだ。

18,396 17,693 17,355
18,350 18,540 19,818 19,271 18,672

・機械トラブル削減による廃棄物の削減

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上
・適正在庫量の保管
・メーカー変更による原材料開封後の期限延長
・工程不良の削減よる原材料削減
・返品率の削減

10月 11月 12月 1月 2月

18,531 19,137 16,272 15,764 15,231 15,135 14,421 13,823

4月 5月 6月 7月 8月

21年2月に調理パン・デザート共用ピロー包装機新規導入、6月に焼成包装
機1台更新。また各包装機のオーバーホール等の定期メンテナンスを実施
し、包装機トラブルによる包材廃棄といった排出量の削減が図られた。調理
パンは首都圏で使用しているプラ削減包材を10月に全国展開し導入予定。

・包材発注量の精度アップ
・包装不良の削減
・返品率の削減
・プラスチック容器の削減

3月9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画
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廃プラ産業廃棄物（kg）2021年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

化学物質の適正管理

取組紹介欄

＊有害性物質PRTR含む洗剤との代替え物質の検討で管理品目を減らした。
＊毎月有害性物質PRTR含む洗剤、入出庫在庫の管理実施。
＊有害性物質PRTR含む洗剤等のリスクアセスメントを実施する

グリーン購入への取組

取組紹介欄

＊再利用可能な事務用品の洗い出しを行い購入実施（事務用品・シューズ等）
＊コピー用紙は安価でエコ商品に切り替え済み
＊全工場にて工場周辺のゴミ拾いを実施

環境に配慮した製品・サービスへの取組

取組紹介欄

＊調理パン１種類をピロー包材から紙包材に変更実施。
＊デザート１種類をプラスチック容器からピロー包材に変更実施。
＊ロットテストの精度向上と回数削減に取り組み、さらなる歩留まりと廃棄量を削減を目指す。
＊ご指摘・お問い合わせ件数の削減に取り組み、車使用の回数を削減を目指す。

＊全従業員への意識向上
①朝礼等で洗浄方法を工夫する事で削減出来る事を伝えた
②要所、要所にポップなどを掲示
➂食堂にあるデジタルサイネージに放映
④洗浄や解凍などで水の出しぱなし禁止を伝えた
⑤良品製造が節減に繋がる事を伝えた
⑥専用給水蛇口の設置で節水出来た。

18,162 16,730 15,273 16,033 15,629 15,991
16,878 16,143 16,288

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月 2月 3月10月 11月 12月

取組結果とその評価、次年度の取組計画
・ロングセラー商品の開発 BCPへの取り組みとして自動室温・庫内温度管理システム導入により、災害

時の冷凍冷蔵原材料の使用廃棄判断の迅速化が図られた。全工場にて油
流出訓練を実施している。災害発生時の対応検証及び意識向上を図った。

・日持ちする商品の開発
・環境に配慮した包材の検討
・顧客クレーム削減

取組結果とその評価、次年度の取組計画
・リスクアセスメントの教育 清掃時に使用する薬剤使用量削減の為、製造現場での定期的な清掃実施

により汚れの蓄積を防ぎ、清掃時の清掃洗剤量のトータル的な削減を目指
す様に取り組んでまいります。

・有害性物質PRTR含有製品の選定と管理
・有資格者による施錠管理
・代替物質の検討

16,681 16,859 16,130 17,932 18,253 17,217
17,593 17,279 18,42716,951 18,194 17,719 18,114 19,438 18,315

4月 5月 6月 7月 8月 9月

野菜検品精度の向上を図り野菜原材料の歩留が向上し、これにより水使用
量の多い野菜洗浄殺菌工程にて処理量の削減により使用量も削減が進ん
でいる。また容器洗浄時に残渣をしっかり除去してから洗浄する事で洗浄水
の使用量も削減を図る。

・専用給水蛇口設置
・解凍・洗浄時の水の流しっぱなしをしない
・製造ミスによる洗浄作業の削減

0

10,000

20,000

30,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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□工場の取組紹介

＜新潟工場＞ （全工場にてデジタルサイネージを採用） ＜全工場＞
エコアクション２１の活動でデジタルサイネージ放映実施 エコアクションの理解度を上げるために

テスト形式のアンケートを行った。

・
・
・

＜長野工場＞ ＜湘南工場＞
２０２２年６月　節電アイディアコンテスト実施 ２０２３年１月　節電アイディアコンテスト実施

ゴミの分別方法について
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

浄化槽（定期点検し不定期で汚泥くみ上げ清掃実施）

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要請等

＊訴訟や近隣からの苦情はありません。

＊環境関連法規等の法令違反や訴訟などもありません。

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： 2022年10月31日（月） ■実施場所：　　外番重洗浄室脇の野外外番重室脇の野外
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　□避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子（各課の代表者で消火訓練を実施を行いました）
＊消防署より水消火器を借りて行い。
＊各課代表13名で消火訓練を実施。
＊第一発見者が火事だーと声を上げ、近くの人を集める。
＊携帯電話にて消防署等に電話（模擬）
＊的に向かい消火①火元まで搬送　②安全ピンを抜く　③ノズルを火点に向ける　
　　④レバーを強く握る　⑤燃焼物に手前から放射する
＊当工場ではA・B・C消火器を採用
・Aは普通火災・Bは油火災・Cは電気火災
＊火の手が大きくなり消せそうにない場合は迷わず避難する事を確認しました。

緊急事態の想定： 焼成油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■実施内容： ☑初期対応訓練　□通報訓練

■評価： A 手順書の変更の必要性 ☑ あり □ なし

■実施状況の様子
*バルブの誤動作により油が床に流れ、ピット内にも流れた事を想定し行った。
*作業者から連絡受け現場を確認する。
*バルブの位置の確認を行った。
*油処理の準備として消火器・長靴・手袋・必要に応じ服装を整える。
*廃油タンクに移した後、生ごみコンテナに移す事を確認した。

変更箇所
＊流れた油が固まるのを待つのではなく、油を回収する事にした。
＊廃油タンクからドラム缶に移すのではなく、生ゴミコンテナに入れる事にした。
＊後日、手順書にバルブ・排水ピットの写真を追加し手順書の変更を行った。

A

焼成社員・環境保全チーム・ごみ処理担当
・流出事故対応

省エネ法 特定事業所・指定事業所（定期報告書等提出）

各課の代表：１３名
井上取締役・櫻井工場長・鷲尾副部長・総務・製造・開発・品管・システム社員など

下水道法 除害施設
浄化槽法
消防法（危険物） 危険物の保管（倉庫施錠管理）
フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫（第１種特定製品は業者にて定期点検・報告書確認）

2022年7月2日 焼成フライヤー

煮湯設備・洗浄設備等（排水処理は委託し排水濃度計量証明書取り寄せて確認）

食品リサイクル法 食品廃棄物（動植物残差・廃油）

空気圧縮機・送風機・洗浄機等（該当地区でなく苦情もない）
容器包装リサイクル法 容器包装（日本容器包装リサイクル協会認定）
騒音規制法
振動規制法 空気圧縮機・送風機・洗浄機等（該当地区でなく苦情もない）
水質汚濁防止法

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）
廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、金属くず、汚泥、廃蛍光ランプ、廃乾電池等）
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

◇環境方針
・2021年度に設定をし現在変更予定なし

◇環境経営目標・環境経営計画

◇実施体制の周知

◇総括

□編集後記

＊新潟工場は１級河川に隣接しており氾濫時の手順書を作りました【まさか】の備えの必要性を感じました。

＊EA21掲示板を全工場にて設置し、活動内容を掲示しています。環境経営向上と組織の活性化が図られればと思います。
＊節電アイディアコンテストにより、全従業員参加型により取り組みが共有できたと思います。

＊全工場にて油流出対応の手順書等を写真入りで作り、訓練を実施した。毎年継続する事が重要だと感じました。

＊景品を付けたアンケートクイズを行い昨年同様に好評で終わり、EA21の周知に繋がった。
＊EC21も取り組み２年目、従業員に少しずつ省エネや経費削減の意識が高まって来たと思います。
＊何年もゴミの分別が上手く行かずに困っていましたが、EA21活動に進めて行く事で、写真入りのレポートをメール配信したり
　デジタルサイネージを使用して配信し、分別の内容が浸透してきたと感じます。

＊全工場全部署にて四半期ごとの目標設定改善を行う事で継続的な取り組みが実現出来ている。

・従業員全員が環境への意識を共有する事で環境経営方針に繋がって行きます。工場内の掲示版やデジタルサイネージの活用、
節電アイディアコンテスト、EA21アンケートなどで全工場全従業員参加型で今後もいろいろな取り組みで意識向上を目指して行きた
いと思います。その反面、まだまだ誰もいない部屋や保管庫の消灯など、徹底されていない場所も見うけられます。人感センサーの
設置を進めていますが、更なる環境への意識改革が必要だと感じております。
・来年度はビーチクリーン活動も従業員参加型で予定しております。
・来季以降は老朽化した設備を省エネ設備へ更新するなど、効果的な案件については工場として積極的に進めてまいります。
・多様性を尊重し、「人権デューデリジェンス」の対応展開にも力を入れて風通しの良い職場環境を目指して貰いたい。
・2023年度より化学物質の法改正に伴い洗剤、アルコール等の事故が無いよう実地体制の強化を図ってまいります。

・環境への負荷軽減や環境と共存できるよう、関連法規を遵守し、環境活動に積極的に取り組みます。

・EA21掲示板、Dサイネージなどを活用し従業員への周知を行う。

2023年5月15日
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